
EFI診断器操作方法

EnterキーExitキー

数値を変えた
り、ページを変
える時に使用し
ます

接続は右前小物
入れ内のカプ
ラーです。

F4キー
グラフ表示に切
替ます

Ｆ１キー
説明が表示されま
す

RV125/180EFI F1-125

ここのカバーを
外す

RS-21

グローブＢＯＸ
内にあります

RV250EFI

メットイン内の照明を
外すと中にあります



画面に従い、ENTERボタンを押す

つぎにこの画面が出たら、さら
にENTERボタンを押して、画面
を進めていきます

この画面からそれぞれのメニュー
を選択していきます。たとえば、１
ならば上下キーで白の反転部分を
１のECU IDにもっていき、ENTER
ボタンを押します。

各種センサーの作動数値

ダイアグコードの読み取り

ダイアグコードのクリア

アイドル時の排気ガス濃度の調整

各種リセット設定

ＥＣＵのＩＤを確認します



故障無しの場合 故障ありの場合
Enterを押していくとクリアができます

１．ダイアグコードの確認

現在故障中のコードを表示します

過去に故障したが、現在は正常作動
している場合のコードを表示します

過去の故障を表示します。コードクリ
アをしないかぎり残ります

２．コードクリアは6の故障コードクリア
で行う



アイドリング回転数
ＲＳ－２１・ＲＶ１８０ＥＦＩ １６００rpm
Ｆ１－１２５・ＲＶ１２５ＥＦＩ １６６０rpm

吸気温度
ＲＳ－２１ 状況により変化
F1-125・RV125,180EFI 状況により変化

エンジン温度
RS-21 状況により変化
F1-125 状況により変化
RV125,180EFI 状況により変化

ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ
0.64～0.72V(全閉時）

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾀｲﾑ
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ噴射時間 4.5を越えない事

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝﾀｲﾐﾝｸﾞ
点火時期 12°を越えない事

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝﾄﾞｴﾙ
点火回路の充電時間 2.5を越えない事

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧は１０～１６Ｖ

ﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻｰ供給電圧は5V駆動回路への供給電圧

ｱｲﾄﾞﾙｴｱｰﾊﾞﾙﾌﾞ
ｴｱﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞの作動開度
RS-21 40～100
F1-125,RV125,180EFI 100～250

ｱｲﾄﾞﾙｽﾋﾟｰﾄﾞｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ
目標ｱｲﾄﾞﾙ回転数

累積ｴﾝｼﾞﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞ時間
ＩＧがＯＮ時の累積時間

３．データストリームを開いた画面です

この３項目の数値は可変です。ｴﾝｼﾞﾝ状況によって変化し
ます。

完全暖機時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ状態での参考値として下さい。



データー表示画面で でデーターを選択してF4ボタンを
押すとグラフ表示に切り替わります。

グラフ表示画面（例）

データー表示画面で でデーターを選択してF1ボタンを
押すと説明画面に切り替わります。

説明画面（例）

以上のようなセンサー値、グラフ
表示、説明画面が確認できます

F4ボタンＦ１ボタン



基準ＣＯは1.0～3.0％
必ずCOテスターを繋げてCO値を
確認しながら調整範囲内で調整します。

まずテスターにてＴＰＩアダプションリセットを
実行し、以下の作業を行う

２．ｴｱﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞのﾘｾｯﾄ

ﾘｾｯﾄ後はｴｱﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞの再学習が必要

３．ｶｰﾎﾞﾝ堆積時間のﾘｾｯﾄ

４．アイドルＣＯチョウセイの画面です

現在画面では－５になっています。増やす
場合は上矢印のボタン。減らす場合は下
矢印のボタンで調整します。調整後ENTER
キーで設定します。

注意！ 車両により調整基準が異なります。また、調整基準を超え
た数値も入力できてしまいますが、後に不具合を起こす原
因にもなりかねますので、調整範囲は厳守してください。

ＲＶ１８０・１２５ＥＦＩ　　　　±５
ＲＳ－２１　　　　　　　　　±１２７
Ｆ１－１２５　　　　　　　　　±５

５．アクティベーションの画面です

コードクリアをした場合や部品交換をした
場合にリセットが必要です。

IG OFFにしてスロットルを全開にする

そのままでIG ONにして３秒待ち、ｽﾛｯﾄﾙを
戻してIGをOFF

故障コードをクリアして、ｾﾝｻｰｸﾞﾗﾌ表示に
てｽﾛｯﾄﾙ開度の確認をする



●スロットルポジションセンサーの初期化
スロットルポジションセンサーやECUを交換した際にはセンサーの初期化が
必要になります。

まずテスターのアクティベーションメニューからTPIアダプションリセットを選択

表示に従い操作し、ﾘｾｯﾄを行う

その後、IG　OFFにしてスロットルを全開にする

そのままでIG ONにして３秒待ち、ｽﾛｯﾄﾙを全閉にしてIGをOFFにする

これでｾﾝｻｰの初期化が完了する

その後確認で、故障コードをクリアしたのちに、センサーグラフ表示を
使用し、スロットル開度が全閉で0,全開で100%になる事を確認する

（重要！これが確実に出来ていないとエンジン不調になります）

●ＣＯ調整後のＥＣＵ学習
ＣＯを調整した後はＥＣＵの学習が必要です。
ＣＯ調整後一度IGをOFFし、再度ONして３０秒待ったあとに
エンジンを始動して下さい。その動作でＥＣＵの学習が出来ます。

●エアバイパスバルブの学習
スロットルバルブやエアバイパスバルブの洗浄、ＥＣＵ交換をした場合
エアバイパスバルブの開度も違ってくるので、エアバイパスバルブの
学習をする必要がある。

エアバイパスバルブの学習方法
設定運転状態で、スロットルを操作せず５～１０分アイドリング運転をする

設定運転状態
ＲＳ－２１　　　　　 エンジン温度125～140℃
F1-125 エンジン温度110～135℃
RV125,180 エンジン温度70～95℃

●警告灯の点灯について
ＥＦＩシステムの故障の際にメーター内の警告灯を点灯させて、故障を知らせている。
この時の点灯の仕方で修理の優先度を３タイプ表示している。

レベル１ 0.3秒間隔で点滅を繰り返す
レベル２ 点灯しつづける
レベル３ 警告灯つかない



故障コード一覧（RV125/180EFI  RS-21  F1-125）
回数 DTCコードおもな故障原因 処置要領
1 P0217 エンジン温度過熱 １．直ちにエンジンを止める事を優先して下さい

２．冷却系統に異常がないか、点火系燃料系統に異常が無いか？
　　エンジンに焼き付きが無いか検査して下さい
３．エンジン温度センサーに異常がないか？カプラーに異常が無いか確認して

2 P0335 クランク角センサーまたは回路異常 １．クランクセンサーの配線に断線がないか検査して下さい
２．センサーとギヤ歯のすき間が基準内か検査して下さい
３．クランクシャフトの回転に振れが無いか検査して下さい
４．センサーを交換して異常が無いか確認して下さい

3 P1120 ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰｱｲﾄﾞﾙ設定値異常 １．テスターを使い、アクセルのリセットをしてアイドリング回転が
　　設定範囲に戻ったか確認して下さい
２．スロットルポジションセンサーの配線にショートが無いか確認して下さい
３．エアバイパスバルブの開度が基準値内か検査して下さい

RS-21(40～100)その他(100～250)
４．アイドルＣＯが基準値内になるように調節して下さい
５．まだ異常が出るようであれば、スロットルボディを交換して確認して下さい

4 P1121 ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ検出範囲異常 １．スロットルポジションセンサーの配線に断線が無いか検査して下さい
２．まだ異常が出るようであれば、スロットルボディを交換して確認して下さい

5 P1122 スロットルポジションセンサー変動速度異常１．スロットルポジションセンサーの配線に断線が無いか検査して下さい
２．まだ異常が出るようであれば、スロットルボディを交換して確認して下さい

6 P0560 バッテリー電圧警告 １．バッテリー電圧が高すぎるか、低すぎるか確認して下さい（10V以下か16V以
２．ACG発電機充電系統にショートまたは異常が無いか確認して下さい
３．バッテリー＋端子からＥＣＵ１５番端子への配線にショートが無いか確認して
４．バッテリーに異常が無いか、充電能力を失っていたら、バッテリーを交換する

7 P0110 吸気温度センサーまたは回路異常 １．センサーの抵抗が正常か確認して下さい（２０℃で2353Ω～2544Ω）
２．センサーの配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ２２番端子）

8 P0410 エアバイパスバルブまたは回路異常 １．バイパスバルブのコイルに断線、ショートが無いか確認して下さい。
２．バイパスバルブの配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ１３番端子）
３．まだ異常が出るようであれば、バイパスバルブを交換して確認して下さい

9 P0505 エアバイパスバルブ制御範囲異常 １．アイドリング時バイパスバルブ開度が設定範囲内にあるか確認して下さい（
２．アイドリング時スロットルバルブ開度に異常が無いか確認してください
　　（空気調整ネジの調整が不適当）
３．負圧配管にエア漏れが無いか確認して下さい
４．まだ異常が出るようであれば、バイパスバルブを交換して確認して下さい

10 P0251 インジェクターまたは回路異常 １．インジェクターの抵抗が基準値内か確認して下さい（２０℃で14.5Ω）
２．カプラー或いは配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ３番端子）
３．インジェクター供給電圧が正常か確認して下さい（１２～１５Ｖ）



回数 DTCコードおもな故障原因 処置要領
11 P0350 ＩＧコイルまたは回路異常 １．点火コイルの抵抗が基準値内にあるかどうか確認して下さい（23℃で0.63Ω

２．カプラー或いは配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ12番端子）
３．点火コイルへの電源電圧が正常か確認して下さい（12～15V）
４．まだ異常が出るようであれば、点火コイルを交換して確認して下さい

12 P0230 フューエルポンプリレーまたは回路異常 １．カプラー或いは配線に断線が無いか確認して下さい
２．リレーを交換して故障が解消するか確認して下さい

13 P0219 オーバーレブ １．エンジン回転数が設定を超えないような安全設定です。エンジン回転が下が
　　この故障は解決します。
２．ドライブベルトの切れを点検して下さい。エンジン回転が越える原因になりま

14 P1560 センサー電源供給異常 １．ＥＣＵの１８番端子に５Ｖがきているかどうか確認して下さい
２．センサー側の電圧に５Ｖがきているかどうか確認して下さい（１８番と１６番）
３．ＥＣＵを交換して確認して下さい

15 P0700 始動時エンジン回転高過ぎ １．エンジン始動時３０００回転より高い場合、暴走を避けるためにＥＣＵはエンジ
　　かからないようにします。
2．使用者はエンジンをかける時にアクセルを急激に開けないで下さい
３．アクセルワイヤーの動きを点検して、アイドリング調整ネジ位置をリセットして

16 P0115 エンジン温度センサーまたは回路異常 １．センサーの抵抗が正常か確認して下さい
（空冷車は２5℃で10319Ω～11981Ω/水冷車は25℃で2613.2～299

２．センサーの配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ９番端子）
３．まだ異常が出るようであれば、センサーを交換して確認して下さい

P1561 未使用
18 P0650 警告灯または回路異常 １．警告灯バルブが切れていないか点検して下さい

２．警告灯の配線に断線がないか点検して下さい（ＥＣＵ４番端子）
P1410 未使用

20 P0105 大気圧力センサーまたは回路異常 １．センサーの抵抗が正常か確認して下さい（１０１kpaで3.925V）
２．センサーの配線に断線が無いか確認して下さい（ＥＣＵ８番端子）
３．まだ異常が出るようであれば、センサーを交換して確認して下さい

21 吸気圧力センサーまたは回路異常 １．インレットパイプ付近より二次空気の吸い込みが無いか確認して下さい



故障コード一覧表（RV250EFI専用）

TESTER故障 METER故障 ﾁｪｯｸﾗﾝﾌﾟ

ｺｰﾄﾞ コード
Long 0

6 Short 6

Long 0
9 Short 9

Long 1
12 Short 2

Long 1
11 Short 1

Long 1
13 Short 3

Long 1
15 Short 5

Long 1
17 Short 7

Long 3
33 Short 3

Long 3
37 Short 7

Long 4
41 Short 1

故障内容 ﾁｪｯｸﾗﾝﾌﾟ点滅状態 檢查部品

1 0120
ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ故障 点灯

2 0105
吸気圧力ｾﾝｻｰ故障 点灯

故障点検手順は「点検手順解説書」の吸気圧力ｾﾝｻｰ編を参照

点灯

ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」のｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ編を参照

吸気圧力ｾﾝｻｰまたは配線

ｴﾝｼﾞﾝ水温ｾﾝｻｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」のｴﾝｼﾞﾝ水温ｾﾝｻｰ編を参照

4 0195
ｴﾝｼﾞﾝ温度ｾﾝｻｰ故障(油温) 点灯 ｴﾝｼﾞﾝ温度ｾﾝｻｰまたは配線

水冷車両なのでありません

3 0115
ｴﾝｼﾞﾝ水温ｾﾝｻｰ故障(水温)

5 0110
吸気温度ｾﾝｻｰ故障 点灯

6 1630
ﾛｰﾙｵｰﾊﾞｰｾﾝｻｰ故障 点灯

故障点検手順は「点検手順解説書」のﾛｰﾙｵｰﾊﾞｰｾﾝｻｰ編を参照

点灯

吸気温度ｾﾝｻｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」の吸気温度ｾﾝｻｰ編を参照

ﾛｰﾙｵｰﾊﾞｰｾﾝｻｰまたは配線

O2 ｾﾝｻｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」のO2 ｾﾝｻｰ編を参照

8 0201
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ故障 点灯 ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」のｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ編を参照

7 0130
O2 ｾﾝｻｰ故障

9 0351
IG ｺｲﾙ故障 点灯

10 0230
ﾌｭｰｴﾙﾎﾟﾝﾌﾟﾘﾚｰ故障 点灯

故障点検手順は「点検手順解説書」のﾌｭｰｴﾙﾎﾟﾝﾌﾟ編を参照

IG ｺｲﾙまたは配線

故障時は従来のIGコイルの点検方式に従って点検して下さい

ﾌｭｰｴﾙﾎﾟﾝﾌﾟﾘﾚｰまたは配線



Long 4
45 Short 5

Long 4
49 Short 9

Long 5
54 Short 4

Long 6
66 Short 6

Long 6
68 Short 8

Long –
Short –

点灯 O2 ｾﾝｻｰﾋｰﾀｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」のO2 ｾﾝｻｰ編を参照

12 1505
ISC ﾓｰﾀｰ故障 点灯 ISC ﾓｰﾀｰまたは配線

故障点検手順は「点検手順解説書」ｱｲﾄﾞﾙｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀｰ編を参照

11 0135
O2 ｾﾝｻｰﾋｰﾀｰ故障

13 1410
ｴｱｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ故障 点灯

14 0335
ｸﾗﾝｸﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ断線故障 点灯

故障点検手順は「点検手順解説書」ｸﾗﾝｸﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ編を参照

点灯

空氣噴射電磁閥及接線

故障点検手順は「点検手順解説書」ｴｱｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ編を参照

ｸﾗﾝｸﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰまたは配線

吸気圧力センサー配線

故障点検手順は「点検手順解説書」の吸気圧力ｾﾝｻｰ編を参照

16 0603
ECU故障 消灯 ECU

この故障の場合はECUを交換して下さい

15 1205
吸気圧力センサー配線故障



EFIシステム部品故障点検手順及び交換手順

項目部品名称 点検周期 点検方法 調整交換手順
1 点火コイル 3000km毎の点検 １．診断器を使用し、点火コイル 点火コイルを交換する時はまず

少なくても20000kmの寿命の故障コードがあるか確認する 診断器で故障コードをクリアする
２．点火コイルの異常と判断する
前にコード、カプラー配線のショート 交換時はIGをOFFする
などが無いか確認する。
３．故障コードをクリアし、新しい IGをONして故障コードが消えたか
部品に交換。交換して故障コード 確認する
が消えたら点火コイルの異常
４．それでも故障コードが消えない
場合はＥＣＵを交換して故障コー
ドが消える場合はＥＣＵ交換

2 ｴｱﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞ 3000km毎の点検 １．診断器を使用し、ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞを交換する時はまず
少なくても20000kmの寿命の故障コードがあるか確認する 診断器で故障コードをクリアする

２．配線、カプラー、ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞの
抵抗が正常かどうか検査 交換時はIGをOFFする
３．故障コードをクリアし、新しい部
品に交換。交換して故障コードが IGをONして故障コードが消えたか
消えたらﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞの故障 確認する
４．それでも故障コードが消えない
場合はＥＣＵを交換して故障コー ｱｲﾄﾞﾙCOを検査し、必要ならCO値
ドが消える場合はＥＣＵ交換 を調整する

3 ﾌｭｰｴﾙﾎﾟﾝﾌﾟ 6000km毎の燃圧点検 １．燃圧計をﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰとｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰの交換を行う必要がある
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 少なくても20000kmの寿命間に接続する 場合は、Oﾘﾝｸﾞも交換すること

２．電源を入れて３秒以内に燃圧
が2.5barになるか確認
３．もし規格外ならば、燃料パイプ
の漏れ、ポンプの電源が12Vあるか
点検
４．ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰを交換して再度確認

4 ｴﾝｼﾞﾝ温度ｾﾝｻ 3ー000km毎の点検 １．診断器で点検し、故障コードが ｾﾝｻｰを交換する場合は先に診断
少なくても20000kmの寿命あるかないか確認する 器で故障コードをクリアする

２．エンジン温度が室温と同じになる
までしばらく放置する ｶﾌﾟﾗｰを外す時はIGをOFFで行う
３．故障コードをクリアし、部品を交換
して確認する。故障コードが消えた ｾﾝｻｰを交換する場合は正しい工
場合ｾﾝｻｰの異常と判断し、新しい 具を使用する
部品に交換する
４．それでも故障コードが消えない 締め付けﾄﾙｸは0.74～0.88kgm
場合はハーネス、カプラーおよび
センサーの抵抗が正常か点検する ｶﾌﾟﾗｰを繋ぎ、診断器を接続後

にIGをONする

故障コードが出ない事を確認する

放置後のエンジン温度は室温に
近い値を示します



5 吸気温度圧力 3000km毎の点検 １．診断器にて点検時、この時の IGをOFFする
ｾﾝｻｰ 少なくても20000kmの寿命 ｴﾝｼﾞﾝ吸気温度及び吸気圧力はその

環境に近い温度、大気圧力を示す ｶﾌﾟﾗｰを外して吸気温度圧力ｾﾝｻｰ
２．もし、診断器に故障コードが出る を交換する
場合は、故障コードをクリアしたのち
に部品を交換し、故障コードが消える 診断器を接続する
か確認する。まだ故障コードが出る
場合はｶﾌﾟﾗｰ配線にｼｮｰﾄがあるか IGをONし、診断器の値がまわりの
ないか確認し、必要ならばｶﾌﾟﾗｰを 環境状態に近いか確認する
交換する。
３．まだ故障コードが出る場合はＥＣＵ故障コードをクリアし、故障コードが
を交換してみる 再発しない事を確認する
４．もし故障コードが消えたならもう
一度ｾﾝｻｰを元の部品に戻して確認
をする。もし、故障コードが消えたなら
ＥＣＵの不良になる

6 ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨ 3000km毎の点検 １．ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞCO調整をして下さい ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨを新しい物に交換する
少なくても20000kmの寿命 ２．診断器を繋げ、ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝ

ｻｰの故障コードがあるか点検をする 吸気系統に漏れが無いか確認する
３．もしあるならば、故障コードをクリア
してｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨを交換する 診断器を繋げ、累積ｴﾝｼﾞﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞ
４．もし故障コードが消えたならｽﾛｯﾄﾙ時間を記録する
ﾎﾞﾃﾞｨを交換する 診断器でﾗﾝﾆﾝｸﾞﾀｲﾑをﾘｾｯﾄする
５．もし故障コードがまだあるならば 診断器でｽﾛｯﾄﾙのﾘｾｯﾄをする
ＥＣＵを交換する。故障コードを消す ｽﾛｯﾄﾙ全開設定をする。ｷｰOFFで
事ができたならならＥＣＵを交換する ｽﾛｯﾄﾙを全開に保持して、ｷｰONに

する。２秒保持した後ｽﾛｯﾄﾙを戻す
必要に応じてｱｲﾄﾞﾙCO調整をする

7 ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ 3000km毎の点検 １．診断器を使用し、ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰの故障診断器を使用し故障コードをクリア
少なくても20000kmの寿命コードが無いか点検する する。

２．故障コードがある時はｲﾝｼﾞｪｸﾀｰを IGをOFFでｲﾝｼﾞｪｸﾀｰｶﾌﾟﾗｰを外す
変えてみる。故障コードが消えたら、 新品ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰにｶﾌﾟﾗｰを取付ける
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰを新しい部品に交換する 診断器を取付て、IGをONする
３．もしまだ故障コードが消えない時 故障コードが消えた事を確認する
はカプラー配線のｼｮｰﾄを点検する ｱｲﾄﾞﾙCO値を確認する
４．まだ故障コードが消えない時は
ＥＣＵを交換する。故障コードが消え
たらＥＣＵを交換する。

8 ECU 3000km毎の点検 １．診断器を繋げる ＥＣＵと診断器を繋ぐ
少なくても20000kmの寿命 ２．累積ｴﾝｼﾞﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞ時間を確認する累積ｴﾝｼﾞﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞ時間を記録する

IGをOFFする
ＥＣＵを交換する
累積ｴﾝｼﾞﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞ時間を書き込む
ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨを清掃する
ｱｲﾄﾞﾙCO値を確認する

9 ｱｲﾄﾞﾙCO調整 新車時及び3000km毎に １．充分な暖機をする 充分な暖機をする（50km/hで5分）
(重要） 点検 （５０km/h5分以上) 診断器を繋ぐ

２．診断器を繋げる ｱｲﾄﾞﾙCO値、回転数及び累積ﾗﾝﾆ
３．ｱｲﾄﾞﾙCO値、回転数及び累積ﾗﾝ ﾝｸﾞ時間を記録する
ﾆﾝｸﾞ時間を記録する 診断器を使用し、ｱｲﾄﾞﾙCO値が

1.0～3.0%に調整する
(COﾃｽﾀｰをﾏﾌﾗｰに入れて測定）
CO値が範囲内か確認する



EFI電気回路診断

警告灯は２秒後に消えます
か

バッテリー電圧は12.5Vです
か

ﾊﾞｯﾃﾘｰ―ECU電源電圧差は0.2V以内です
か？
1.IGをOFF
2.ECUのｶﾌﾟﾗｰを外す
3.IGをON
4.ｻｰｷｯﾄﾃｽﾀｰで17番端子（＋）と１番端子
（－）間を測定する
5.測定値がﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧と較べて差が0.2v以
内か確認する

回路検査

ﾒｲﾝｽｲｯﾁ

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧―ｱｸﾁｭｴｰﾀｰ電源電圧差は0.2V
以内ですか？
1.IGをOFF
2.ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ、ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞ、点火ｺｲﾙｶﾌﾟﾗｰを
外す
3.各ｶﾌﾟﾗｰとﾊﾞｯﾃﾘｰ－端子で電圧を測定する
4.測定値がﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧と較べて差が0.2v以内
　か確認する

5V-ｾﾝｻｰ電圧の差は0.2V以内ですか？
1.IGをOFF
2.ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰ、T-MAPｾﾝｻｰのｶﾌﾟ
ﾗｰを外す
3.IGをON
4.ｽﾛｯﾄﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝｾﾝｻｰの①④端子間、T-MAP
ｾﾝｻｰの①③端子間の電圧が5V±0.2の範囲
内であるか確認する。

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧―燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ電源電圧の差は0.2V
以内ですか？
1.IGをOFF
2.燃料ﾎﾟﾝﾌﾟのｶﾌﾟﾗｰを外す
3.ﾃｽﾀｰ棒をﾎﾟﾝﾌﾟｶﾌﾟﾗｰの＋と－に繋ぐ
4.IGをON
5.３秒間ﾎﾟﾝﾌﾟ電源電圧を記録する
6.測定値がﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧と較べて差が0.2Ｖ以
内
　か確認する

点検終了

1.警告灯は切れていませんか？
2.ヒューズは切れていませんか？
3.ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧は低すぎませんか？
4.ECU電源線が接触不良？
5.ﾒｲﾝｽｲｯﾁが接触不良？
6.ECUが故障？

1.充電回路異常？
2.ﾊﾞｯﾃﾘｰが充電出来ない？
3.配線短絡、漏電？

1.ﾊｰﾈｽ不良？

1.ﾊｰﾈｽ不良？

1.ﾊｰﾈｽ不良？
2.ECU故障？

1.回路異常？
2.ﾘﾚｰ故障？
3.ECU異常？

ＯＫ

ＮＧ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ



エンジンかからない、始動困難点検

エンジン不動
始動困難

1.電気回路検査を参考に点検する

1.EFIシステム部品故障点検手順及び
　交換手順を参考に点検する
2.故障診断手順を参考に点検する

1.燃料不足？
2.燃圧不足？
3.燃料ﾊﾟｲﾌﾟ漏れ？
4.ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ異常？
5.燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ配管漏れ？
6.燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ異常？
7.ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ異常？

1.ｽﾊﾟｰｸﾌﾟﾗｸﾞは点火してますか？
2.ｽﾊﾟｰｸﾌﾟﾗｸﾞはくすぶっていませんか
3.ｽﾊﾟｰｸﾌﾟﾗｸﾞは緩んでいませんか？
4.ｸﾗﾝｸｾﾝｻｰはｼｮｰﾄしていませんか？
5.ﾌﾟﾗｸﾞｺｰﾄﾞは緩んでいませんか？
6.ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞは繋がっていますか？
7.ECU異常？
8.ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨはきれいですか、ECUは
　ﾘｾｯﾄしましたか？

1.ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾘｱﾗﾝｽが無いか？
2.ﾊﾞﾙﾌﾞﾀｲﾐﾝｸﾞは正しいか？
3.ﾊﾞﾙﾌﾞが焼付いていないか？
4.ｼﾘﾝﾀﾞｰ及びﾋﾟｽﾄﾝﾘﾝｸﾞの磨耗？
5.ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨの空気調整ﾈｼﾞの
　調整不良

点検終了

警告灯は２秒後に消えますか？

警告灯は故障ｺｰﾄﾞを表示してます
か？

燃料系統の異常？

電気系統の異常？

エンジン系統の異常？

ＯＫ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ



RS-21 3000km毎に清掃
F1,RV 6000～8000km毎に清掃

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時ｴﾝｽﾄ

1.診断器を繋げてEFI故障内容を
　点検する
２.故障診断手順に従い故障部位
　を修理する

ガソリンの量は足りていますか？

バッテリーコードは緩んでいませんか？

負圧配管に漏れはありませんか？

アクセルワイヤーが固着してスロット
ル
が戻らないですか？

ｱｲﾄﾞﾙCOが設定範囲を超えていませ
んか？（1.0%～3.0%)COテスターで確認

診断器を繋ぎ、ｱｲﾄﾞﾙＣＯ調整画面に進む。
＋は濃く増やし、－は薄く減らします。（COテ
スターでＣＯ値を確認する）

ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨにｶｰﾎﾞﾝが溜まっていませ
んか？

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾊﾞﾙﾌﾞが作動していないか、故
障していませんか？

以上のEFIに関連した機構を検査しても、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時のｴﾝｽﾄ問題が
解決しない場合はｴﾝｼﾞﾝその他の一般的な機構に問題が無いか
検査する事をｱﾄﾞﾊﾞｲｽします。

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時エンスト診断手順



ＲＶ１２５・１８０ＥＦＩ
エンジン水温 基準抵抗 エンジン温度センサー抵抗値範囲
－４０℃ 100780.6
－３５℃ 75512.8 61743.6～85376.1Ω
－３０℃ 62704.5 45098.5～61743.6Ω
－２５℃ 38882.7 33257.7～45098.5Ω
－２０℃ 28659.6 24753.2～33257.7Ω
－１５℃ 21426.9 18588.2～24753.2Ω
－１０℃ 16160.2 14079.0～18588.2Ω
－５℃ 12291.3 10752.4～14079.0Ω
０℃ 9424.9 8385.0～10610.7Ω
５℃ 7284.0 6584.6～8067.4Ω
１０℃ 5672.1 5205.7～6185.8Ω
１５℃ 4449.3 4142.4～4781.9Ω
２０℃ 3514.7 3279.1～3769.6Ω
２５℃ 2795.4 2613.2～2992.1Ω
３０℃ 2237.9 2096.1～2390.7Ω
３５℃ 1803.0 1691.8～1922.5Ω
４０℃ 1461.5 1373.8～1555.5Ω
４５℃ 1191.6 1122.1～1266.1Ω
５０℃ 977.2 921.7～1036.5Ω
５５℃ 805.7 761.2～853.2Ω
６０℃ 687.8 631.9～706.1Ω
６５℃ 556.4 527.3～587.4Ω
７０℃ 465.4 442.1～491.1Ω
７５℃ 391.9 372.4～412.6Ω
８０℃ 331.2 315.2～３４８．２Ω
８５℃ 281.2 265.8～297.6Ω
９０℃ 239.7 225.1～255.4Ω
９５℃ 205.2 191.6～220.0Ω
１００℃ 176.4 163.8～190.2Ω
105℃ 152.2 141.6～163.8Ω
１１０℃ 131.8 122.8～１４１．6Ω
115℃ 114.6 106.9～122.8Ω
120℃ 99.9 93.4～106.9Ω
１２５℃ 87.5 81.9～93.4Ω
130℃ 76.9

エンジン温度センサー水冷
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－２１・Ｆ１－１２５
エンジン水温 基準抵抗 エンジン温度センサー抵抗値範囲
－４０℃ 402392 352415～４５２３６９Ω
－30℃ 209817 185709～233925Ω
－2０℃ 114026 101939～126113Ω
－10℃ 64306 58036～70576Ω
０℃ 37499 34150～40848Ω
１０℃ 22572 20692～24452Ω
２０℃ 14007 12923～15091Ω
25℃ 11150 10319～11981Ω
30℃ 8935 8294～9576Ω
40℃ 5844 5458～6230Ω
50℃ 3911 3674～4148Ω
60℃ 2676 2527～2825Ω
70℃ 1870 1775～1965Ω
80℃ 1331 1269～1393Ω
90℃ 964.7 924.2～1005Ω
100℃ 710.2 682.9～737.5Ω
110℃ 530.9 512.9～548.9Ω
120℃ 402.6 390.3～414.9Ω
130℃ 309.3 300.6～318.0Ω
140℃ 240.6 234.2～247.0Ω
150℃ 189.3 184.4～194.2Ω
160℃ 150.6 146.7～154.5Ω
1７０℃ 121.1 117.9～124.3Ω
180℃ 98.21 95.44～101.0Ω
19０℃ 80.37 77.94～82.80Ω
200℃ 66.13 63.97～68.29Ω
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